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叙
勲
〔
旭き

ょ
く

日じ
つ

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

〕
受
章

〈
平
成
27
年
春
の
叙
勲
〉

　
前
農
業
委
員
会
長

　
　
　
鈴
木　
裕
さ
ん
（
水
谷
地
）

　

鈴
木
さ
ん
は
、
平
成
８
年
に
農
業

委
員
に
当
選
以
来
、
平
成
26
年
７
月

ま
で
の
６
期
18
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

そ
の
間
会
長
と
し
て
、
14
年
間
職
務

に
専
念
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
に
会
長
に
就
任
以
降
は
、

農
業
委
員
会
の
円
滑
な
運
営
と
組
織

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
違
反
転

用
や
無
断
転
用
の
防
止
、
農
地
集
積

に
も
積
極
的
に
取
組
み
、
農
地
法
の

適
正
管
理
及
び
地
域
の
農
業
発
展
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

受章の報告に来庁された鈴木さん

（中央）伝達式に来庁された孝昭さんご夫婦

〈
高
齢
者
叙
勲
〉

　
元
村
議
会
議
員

　
　
　
髙
畑　
孝
さ
ん
（
中
ノ
目
）

　

髙
畑
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
か
ら
平

成
元
年
ま
で
４
期
16
年
に
わ
た
り
議

員
を
務
め
、
総
務
委
員
長
な
ど
を
歴

任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
60
年

か
ら
の
２
年
間
、
監
査
委
員
と
し
て

も
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
27
日（
水
）、
叙
勲
伝
達
式
が

村
長
室
で
行
わ
れ
、
代
理
で
出
席
さ

れ
た
長
男
の
孝
昭
さ
ん
に
、
鏡 

敬

文 

県
会
津
地
方
振
興
局
長
よ
り
、

勲
記
と
勲
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
い
間
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、
そ
の
ご
苦
労
に
感
謝
申
し

上
げ
、
今
回
の
受
章
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

「
日
本
一
う
つ
く
し
い

あ
じ
さ
い
街
道
」
を
目
指
し
て

　

湯
川
村
と
会
津
若
松
市
で
は
、
福
島
県
の
協
力
を
得
な

が
ら
県
道
浜
崎
高
野
会
津
若
松
線
の
沿
道
に
「
日
本
一
う

つ
く
し
い
あ
じ
さ
い
街
道
」
を
目
指
し
、
あ
じ
さ
い
の
植

栽
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

湯
川
村
分
の
植
栽
は
、
今
回
で
５
回
目
と
な
り
、
去
る

５
月
31
日
に
笠
ノ
目
集
落
の
東
側
、
約
200
ｍ
区
間
に
あ
じ

さ
い
の
苗
約
270
本
を
植
栽
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
村
長
の

挨
拶
の
後
、
約
50
名
の
参
加
者
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

き
っ
と
、
う
つ
く
し
く
咲
き
誇
る
あ
じ
さ
い
が
人
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

「
う
つ
く
し
ま
の
道
・

サ
ポ
ー
ト
制
度
」
に
よ
る
活
動

　
「
う
つ
く
し
ま
の
道
・

サ
ポ
ー
ト
制
度
」
と
は
、

地
域
住
民
や
企
業
な
ど
が

道
路
管
理
者
や
市
町
村
と

協
力
し
て
、
道
路
の
清
掃

美
化
活
動
を
行
い
、
道
路

へ
の
愛
着
心
を
育
て
な
が

ら
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
道

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

湯
川
村
に
お
い
て
は
、

「
浜
崎
さ
わ
や
か
学
級
」・

「
浜
崎
壮
健
ク
ラ
ブ
」・「
熊

川
花
と
緑
を
守
る
会
」・

「
米
丸
婦
人
会
」の
４
団
体

が
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

６
月
７
日
か
ら
14
日
に
か

け
て
、
国
・
県
道
緑
地
帯

に
花
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
道
121
号
線
の
「
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
」
付
近
に
800

本
、
県
道
会
津
坂
下
・
河

東
線
の
「
ロ
ー
ソ
ン
」
付

近
に
1,000
本
、「
イ
セ
キ
」
の

緑
地
帯
に
500
本
の
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
等
を
植
栽
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
各
団
体
と
協
力

し
な
が
ら
、
道
路
及
び
周

辺
の
美
化
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

米　　丸熊　　川浜　　崎
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道の駅に隣接する阿賀川での放流体験

　

村
と
会
津
湯
川
の
里
で
は
、
去
る

5
月
23
～
24
日
の
両
日
、
東
京
都
葛

飾
区
に
あ
る
「
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ

し
か
」
に
お
い
て
、
葛
飾
区
と
葛
飾

伝
統
産
業
職
人
会
の
協
力
を
得
て

「
葛
飾
区
伝
統
産
業
職
人
会
ま
つ
り
」

の
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
ま

し
た
。

　

本
村
の
特
産
品
で
あ
る
米
を
始
め
、

味
噌
や
凍
み
餅
等
の
加
工
品
や
新
鮮

野
菜
の
直
売
で
、
本
村
の
Ｐ
Ｒ
を
行

っ
て
来
ま
し
た
。

　
「
今
年
も
来
た
よ
！
」と
い
う
常
連

の
お
客
様
や
、
震
災
に
よ
る
復
興
イ

ベ
ン
ト
と
い
う
こ
と
で
、
福
島
を
応

援
す
る
区
民
の
方
々
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
連
日
大
賑
わ
い
で
し
た
。

　

湯
川
の
米
は
お
い
し
い
と
多
く
の

お
客
様
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

葛
飾
区
で
湯
川
米
を
Ｐ
Ｒ
！

我
が
家
の

朝
ご
は
ん

　

今
月
の
朝
ご
は
ん
は
、
二
瓶
英
子
さ
ん
（
上
樽
川
）
か
ら
ご
応
募
い

た
だ
い
た
献
立
を
紹
介
し
ま
す
。

　

村
内
の
皆
様
か
ら
、
米
の
消
費
拡
大
と
地
産
地
消
の
目
的
に
あ
っ
た

「
我
が
家
の
朝
ご
は
ん
」
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
月
の
締
切
は
７
月
３
日
（
金
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
３
月

号
広
報
誌
を
参
考
に
、
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

提
出
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　

湯
川
村
産
業
建
設
課　

産
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
４
０

献
立
名
（
※
は
湯
川
産
）

★
湯
川
村
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

★
み
そ
汁（
※
玉
ね
ぎ
・
※
じ
ゃ
が
い

も
・
人
参
・
え
の
き
・
舞
た
け
・
豚

肉
・
※
ニ
ラ
）
ニ
ラ
は
お
ひ
た
し
に

し
て
み
そ
汁
に
の
せ
て
み
ま
し
た

★
油
揚
げ
の
甘
煮

★
※
キ
ヌ
サ
ヤ
の
お
ひ
た
し

ひ
と
こ
と

　

毎
日
ピ
カ
ピ
カ
朝
ご
飯
で
、
一
日
が

始
ま
り
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
の
中
の
、
ニ

ラ
と
キ
ヌ
サ
ヤ
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん（
夫
）

が
朝
ど
り
し
て
く
れ
る
お
ひ
た
し
で

す
。「
あ
ま
味
あ
る
か
な
」
と
い
う
思
い

で
、
何
も
つ
け
な
い
で
食
べ
て
み
ま
す
。

　

お
や
つ
用
に
、
朝
の
う
ち
に
握
っ
て

お
い
て
作
る
「
焼
き
お
に
ぎ
り
」。
醤
油

の
量
を
加
減
し
た
り
、
こ
げ
目
を
つ
け

た
り
、
孫
た
ち
に
好
評
で
す
。

　

う
ち
の
お
い
し
い
お
米
だ
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

阿
賀
川
で
フ
ナ
放
流
体
験

　

６
月
８
日（
月
）、
勝
常
小
３
年
生

児
童
18
名
が
、
総
合
学
習
の
時
間

「
阿
賀
川
に
つ
い
て
調
べ
る
授
業
」

の
一
環
と
し
て
フ
ナ
の
放
流
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
ま
ず
子
ど
も
た
ち
は

〝
川
の
達
人
〟
坂
下
さ
ん
か
ら
魚
の

形
と
環
境
の
関
係
や
魚
を
大
量
に
放

流
す
る
理
由
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
、
稚
魚
の
成
長
を
願
っ
て
体

長
15
㎝
ほ
ど
の
フ
ナ
を
や
さ
し
く
川

に
放
ち
ま
し
た
。
今
後
も
阿
賀
川
に

住
む
生
き
物
調
べ
の
学
習
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

主
催
：
川
の
に
ぎ
わ
い
実
行
委
員
会

共
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

会
津
阿
賀
川

流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
阿
賀
川
・
川

の
達
人
の
会
）
と
阿
賀
川
非
出
資
漁

業
協
同
組
合
坂
下
支
部

③
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「村長との
対話の日」

平成27年

7月10日（金）
時間：9時〜正午まで
場所：村長室

平
成
₂₇
年
度

阿
賀
川
水
防
訓
練

₂₇
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

希
望
ふ
く
し
ま
チ
ー
ム

選
手
募
集
‼

平
成
₂₇
年
度

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

中
ノ
目
優
勝
、

両
沼
大
会
へ
出
場
‼

　

去
る
５
月
31
日（
日
）、
阿
賀
川
水

防
連
絡
会
主
催
に
よ
る
、『
平
成
27
年

度
阿
賀
川
水
防
訓
練
』
が
湯
川
村
佐

野
目
地
先
「
消
防
訓
練
広
場
」
に
お

い
て
、
各
地
域
の
消
防
団
な
ど
関
係

各
機
関
か
ら
約
２
０
０
名
の
参
加
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
梅
雨
や
台
風
な
ど

の
出
水
時
期
に
向
け
て
各
種
の
水
防

工
法
の
訓
練
を
実
施
し
、
対
策
を
万

全
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

本
村
消
防
団
か
ら
は
、
第
１
分
団

の
団
員
16
名
が
参
加
し
、「
木
流
し

工
」の
実
演
を
行
い
、水
害
の
防
止
・

被
害
の
低
減
に
最
善
を
尽
く
す
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

６
月
７
日（
日
）、
村
営
野
球
場
で

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
、
快
晴
の
中
、
７
チ
ー
ム
が
参
加

し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
結
果

は
、
中
ノ
目
チ
ー
ム
が
安
定
し
た
強

さ
で
決
勝
に
進
む
と
２
年
連
続
で
優

勝
し
て
い
た
高
瀬
チ
ー
ム
を
11
－
５

で
下
し
２
年
ぶ
り
の
優
勝
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
中
ノ
目
チ
ー
ム
は
7

月
5
日（
日
）柳
津
町
で
開
催
の
県
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
両
沼
大
会
へ
湯
川
村

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
優　
勝　
中
ノ
目　

◆
準
優
勝　
高
瀬

◆
第
３
位　
熊
川
・
三
島

　

湯
川
村
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

27
年
11
月
15
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る

第
27
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅

伝
大
会
の
出
場
希
望
選
手
を
先
に
よ

り
募
集
し
ま
す
。
本
年
度
も
町
村
合

同
に
よ
る「
チ
ー
ム
希
望
ふ
く
し
ま
」

を
編
成
し
て
出
場
す
る
予
定
で
す
。

マ
ラ
ソ
ン
が
好
き
な
方
、
駅
伝
に
興

味
が
あ
る
方
、
湯
川
村
代
表
と
し
て

出
場
し
て
み
た
い
方
は
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

○
応
募
資
格

◦
中
学
生
以
上
の
村
民
又
は
本
村
出

身
者

　

自
薦
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。

○
応
募
締
切

◦
平
成
27
年
７
月
21
日（
火
）

○
そ
の
他

　

選
手
希
望
者
は
合
同
チ
ー
ム
の
練

習
会
及
び
大
会
等
に
よ
り
選
手
選
考

を
行
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

湯
川
村
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
係

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
４
１
０
７

第
20
回
記
念
大
会

　
〝
こ
こ
が
ふ
る
さ
と
〟

ゆ
が
わ
村
民

芸
能
発
表
会
開
催

　

来
た
る
７
月
20
日（
月
）、
ゆ
が
わ

村
民
芸
能
発
表
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
本
年
は
20
回
目
と
い
う
節
目
に

あ
た
り
、〝
こ
こ
が
ふ
る
さ
と
〟
と
題

し
、
記
念
大
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

村
内
で
活
動
し
て
い
る
12
団
体
が

歌
や
踊
り
、
演
奏
な
ど
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
い
た
し
ま
す
。

ま
た
20
回
記
念
の
特
別
出
演
と
し
て
、

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
の
子
供
た
ち

の
参
加
の
他
、
今
年
の
ゲ
ス
ト
と
し

て
、
人
気
絶
頂
の
み
ち
の
く
ボ
ン
ガ

ー
ズ
の
「
母
心
」
さ
ん
が
出
演
い
た

し
ま
す
の
で
、
例
年
よ
り
賑
や
か
な

開
催
と
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
開
催
内
容
】

○
日　
時

　

７
月
20
日（
月
）

　

９
時
30
分
～
15
時
00
分
（
予
定
）

○
会　
場

　

湯
川
村
公
民
館　

２
階
大
ホ
ー
ル

○
入
場
無
料

　

※
お
弁
当
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

　

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
ま
し

て
は
、
後
日
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

ご
覧
く
だ
さ
い
。

両沼大会での健闘を期待します

時
計
を
寄
贈

　
　
い
た
だ
き
ま
し
た

　

平
成
27
年
６
月
４
日
、
株
式
会
社

不
二
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ 

河
野
辺
取
締

役
福
島
事
業
所
長 

様
と 

佐
藤
総
務

課
長 

様
が
来
庁
さ
れ
、壁
掛
け
時
計

３
台
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄

贈
い
た
だ
い
た
時
計
の
う
ち
、
１
台

は
村
長
室
、
２
台
は
議
場
に
設
置
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

④
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湯
川
村
「
こ
こ
が
ふ
る
さ
と
」　

　
　
　
村
づ
く
り
会
議 

開
催
‼

　

村
で
は
、

次
世
代
に
つ
な
が
る
新
た
な

「
米
と
文
化
の
里
」
湯
川
村
の
創
造

の
た
め
の
総
合
的
な
指
針
と
な
る

「
第
五
次
湯
川
村
振
興
計
画
」（
Ｈ
28

～
37
年
度
の
10
年
計
画
）
の
策
定
に

関
し
、
村
民
の
意
向
を
素
案
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、

湯
川
村
「
こ
こ
が
ふ
る
さ
と
」

	

村
づ
く
り
会
議

を
設
置
し
、
去
る
５
月
31
日
に
第
１

回
目
の
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

委員の皆様（11名）をご紹介します。（敬称略）

11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 番
号

堂
　
畑

佐
　
野

勝
　
常

桜
づ
つ
み

沼
ノ
上

笠
ノ
目

桜
づ
つ
み

中
ノ
目

森
　
台

西
八
日
町

浜
　
崎

行
政
区

大
石
　
敏
巳

高
畑
　
正
樹

清
水
亜
紀
子

宮
下
　
直
美

大
久
保
朋
洋

吉 

田 

　
守

齋
藤
　
恒
夫

三
澤
　
榮
三

坂
内
　
智
信

山
口
　
栄
子

櫻
井
　
憲
幸

氏
　
名

推
薦
委
員

推
薦
委
員

推
薦
委
員

推
薦
委
員

推
薦
委
員

推
薦
委
員

公
募
委
員

公
募
委
員

公
募
委
員

副
会
長

公
募
委
員

会
　
長

公
募
委
員

区
分

　

当
日
は
、
村
長
よ
り
委
員
の
方
々

へ
委
嘱
状
の
交
付
を
行
っ
た
後
、
会

長
及
び
副
会
長
の
選
出
を
し
、
住
民

意
向
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
に
つ
い

て
調
査
・
審
議
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
回
の
会
議
で
し
た
が
委
員
の

方
々
か
ら
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
大

変
有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
当
計
画
策
定
期
間
中
、
定

期
的
に
会
議
を
開
催
し
、
計
画
の
内

容
等
に
つ
い
て
審
議
等
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

委員の皆様です。1年間よろしくお願いします。

農
業
委
員
及
び

　
　
監
査
委
員
の
選
任

　

上
記
議
会
構
成
の
変
更
に
伴
い
、

議
会
選
出
に
係
る
監
査
委
員
及
び
農

業
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
変
更
と
な
り
、
５
月
12
日
付
け

で
村
長
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
、
去
る

５
月
20
日
に
村
長
室
に
お
い
て
新
委

員
の
方
へ
そ
れ
ぞ
れ
辞
令
を
交
付
し

ま
し
た
。

○
湯
川
村
監
査
委
員

（
旧
）
小
野　

淳
一 

さ
ん

　
　
　
　
　

↓

（
新
）
高
橋　
重
吉	

さ
ん

○
湯
川
村
農
業
委
員
会
委
員

（
旧
）
高
倉　

好
博 

さ
ん

　
　
　
　
　

↓

（
新
）
小
野　
淳
一	

さ
ん

◀大塚村長より辞令を交付された
　高橋さん（上段）、小野さん（下段）

新
し
い
議
会
構
成

　

去
る
、
５
月
11
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
第
５
０
１

回
湯
川
村
議
会
臨
時
会
に

お
い
て
、
新
し
い
役
職
及

び
各
委
員
会
委
員
の
選
任

が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

　

議
員
一
同
、
新
た
な
気

持
ち
で
湯
川
村
民
皆
様
の

た
め
議
会
運
営
に
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
特
段
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
委
員
会
】
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

議
会
運
営
委
員
会
委
員

◎
三
澤
　
豊
隆

○
菅
沼
　
弘
志

　
高
倉
　
好
博

　
山
口
　
啓
子

　
小
林
　
　
昭

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員

◎
高
倉
　
好
博

○
高
橋
　
重
吉

　
小
野
　
澄
雄

　
三
澤
　
豊
隆

　
小
林
　
孝
一

経
済
常
任
委
員
会
委
員

◎
小
林
　
　
昭

○
山
口
　
啓
子

　
斎
藤
　
賢
一

　
菅
沼
　
弘
志

　
小
野
　
淳
一

広
報
広
聴
委
員
会
委
員

◎
斎
藤
　
賢
一

○
菅
沼
　
弘
志

　
高
倉
　
好
博

　
山
口
　
啓
子

　
小
林
　
　
昭

【
役　
職
】

湯
川
村
議
会
議
長

小
野
　
澄
雄

湯
川
村
議
会
副
議
長

斎
藤
　
賢
一

会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村

圏
整
備
組
合
議
会
議
員

小
林
　
孝
一

会
津
若
松
地
方
土
地
開
発
公

社
理
事

三
澤
　
豊
隆

⑤



広報ゆがわ５８４号　平成２７年７月１日　発行

今
月
の
納
税

７
月
31
日（
金
）ま
で

固
定
資
産
税　

第
２
期
分

国
民
健
康
保
険
税　
　
　

　
　
　
　
　
　

第
２
期
分

納
税
は
『
納
期
限
ま
で
に
』

　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
。

○
納
期
の
過
ぎ
て
い
る
税
金
を
ま
だ

納
め
て
い
な
い
と
き
に
は
、『
計

画
を
立
て
て
、
早
め
に
納
め
る
』

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
口
座
振
替
に
よ
る
振
替
日
も
７
月

31
日（
金
）に
な
り
ま
す
。

▼
納
付
の
相
談
は
、
住
民
税
務
課
税

務
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

	

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
２
０

平
成
2₇
年
夏
の
交
通
事
故
防
止

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

○
期
間

　

平
成
27
年
７
月
16
日（
木
）か
ら

　

７
月
25
日（
土
）ま
で
の
10
日
間

○
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
締
め
れ
ば
安
全
　
家
族
は
安
心
」

○
運
動
の
重
点

⑴
運
動
の
基
本

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

⑵
重
点

ア　

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

イ　

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

ウ　

飲
酒
運
転
の
根
絶

正
し
く
出
そ
う
ご
み
と
資
源
物

Ⓠ
「
ご
み
を
減
ら
す
」
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
？

　

可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
。
ご
み
に
し
な
い
で
資
源
物
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◦
必
要
な
分
だ
け
買
っ
て
余
ら
せ
な

い
よ
う
に
す
る
。

◦
ご
み
に
す
る
前
に
他
の
使
い
方
が

で
き
な
い
か
考
え
て
み
る
。

◦
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
包
装
、

び
ん
・
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
雑

誌
な
ど
は
分
け
て
資
源
物
と
し
て

出
す
。

　

平
成
26
年
度
村
が
直
接
、
資
源
物

と
し
て
売
却
し
て
い
る
空
缶
、
古
紙

類
の
回
収
量
は
、
空
缶
７
・
２
５
ｔ

／
３
６
８
，
０
０
６
円
、
古
紙
類
３

４
・
６
７
ｔ
／
５
２
４
，
３
６
０
円

が
、
村
の
貴
重
な
収
入
と
な
り
ま
し

た
。

　

正
し
い
分
別
で
〝
ご
み
減
ら
し
〟

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　

家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い
て
、
急

用
や
急
病
、
介
護
な
ど
で
保
育
に
困

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

一
時
保
育
は
、
家
庭
で
子
育
て
を

し
て
い
る
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
応
援

す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
始
め
た
制
度

で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
乳
児

　

本
村
在
住
で
、

　

満
１
歳
～
幼
稚
園
就
園
前
ま
で

◇
利
用
要
件

　

保
育
者
が
疾
病
や
短
期
就
労
等
、

又
は
家
族
介
護
等
家
事
都
合
に
よ
り

家
庭
保
育
が
困
難
と
な
る
場
合

◇
実
施
日
時

　
月
曜
日
～
金
曜
日

	

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

◇
利
用
要
件

　

８
時
30
分
～
17
時
ま
で
を
原
則
と

し
て
い
ま
す
が
、
要
望
が
あ
れ
ば
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
午
前
・
午
後
の
半
日
保
育
も
可

※
連
続
利
用
日
数
は
14
日
ま
で

◇
食
事　
完
全
給
食

※
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
お
子
さ
ん
に

つ
き
ま
し
て
は
、
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
一
時
保
育
料
金

　
一
日
…
…
二
千
円

　
半
日
…
…
一
千
円

※
利
用
日
に
納
入
く
だ
さ
い
。

◇
定
員　
一
日
当
た
り
３
人
ま
で

◇
申
込
方
法

　

初
め
て
利
用
す
る
方
は
、
利
用
す

る
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
保
育
所
に

申
込
書
を
取
り
に
お
い
で
い
た
だ
き
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
保
育
所
に

提
出
し
て
下
さ
い
。
緊
急
の
場
合
は
、

当
日
申
込
み
も
可
能
で
す
が
、
事
前

に
電
話
連
絡
・
相
談
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

尚
、安
心
・
安
全
に
お
預
か
り
す
る

為
申
込
書
を
お
持
ち
い
た
だ
い
た
際

に
担
任
と
面
談
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
す
こ
と
を
御
了
承
下
さ
い
。

◇
連
絡
先
【
湯
川
村
保
育
所
】

	

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
３
１
１
３

	

事
務
担
当
者
・
兼
子
ま
で

湯
川
村
保
育
所
「
一
時
保
育
」
に
つ
い
て

　子どもたちにとっての楽しい夏休みが始まります。学
校からの開放感で非行や交通事故などを起こしやすい時
期です。
　子どもたちが安全で楽しく明るい夏休みを過ごすこと
ができるよう、いじめや非行と思われる言動や不審者を
見かけた際には、すぐに各学校等へご連絡ください。
　また、何か起きた際は、全家庭が「避難の家」として
ご協力をお願いします。

連　
絡　
先

ゆがわ幼稚園　☎０２４１－２７－５２０５
笈川小学校　　☎０２４１－２７－３２６６
勝常小学校　　☎０２４１－２７－４１５８
湯川中学校　　☎０２４１－２７－５１６１
教育委員会　　☎０２４１－２７－２２５０
湯川駐在所　　☎０２４１－２７－３２６９

― 湯川村小中学校生徒指導連絡会 ―

　教育委員会では、村ＰＴＡ連絡協議会や各学校等と連
携して、ノーメディア運動に取り組んでおります。子ど
も達がメディア漬けになると、後天性発達障がいになる
危険性があることが研究により指摘されております。
　毎月１５日をノーメディアデーとして展開し、各学校・
幼稚園、公共施設や各地域へのぼり旗を設置するなど、各
方面へ周知啓発して拡大して参りたいと考えております。
　ご家庭におきましても、ご家族で話し合い、わが家の
「ノーメディア」への取り組みをお願いします。
※ノ―メディア：テレビ・パソコン・携帯電話等のメデ

ィアを使用して
いる時間を減ら
し、家族対話や
読書、スポーツ
などの時間に使
う。

ノーメディア運動実施中‼村民の皆様！
子どもたちに、安全で楽しい夏休みを過ご
させるため、「いつでも、どこでも、ひと
声かけて」にご協力をお願いします。
夏季休業日：7月18日（土）～
　　　　　　8月24日（月）の38日間

役場庁舎に設置したのぼり旗

⑥



広報ゆがわ ５８４号　平成２７年７月１日　発行

　７月１日（水）から「道の駅あいづ　湯川・会津坂下」に高速バスの乗り入れが始まりま
す。高速バスのバス停が新設され、「高速バス新宿線」が道の駅まで延伸されます。
　また、高速バス新宿線限定「路線バス乗り継ぎサービス」も開始され、ますます便利に
高速バスを利用できるようになります。
　詳しくは、村ホームページをご覧いただくか、会津バス若松営業所にお問い合わせ下さい。

	 会津バス若松営業所　☎0242−22−5555

道の駅に高速バスの乗り入れが開始します 

　15～39歳までの若者で、就職を目指す方や弊所の利用を経て就職をした方の、就職に向けたお手伝
いや職場定着に向けたフォロー、キャリアアップのためのサポートを行う就労支援施設です。利用料
は無料です。一人ひとりの状況等に応じて継続的な支援を行います。まずは一度気軽にお問い合わせ
ください。
　○主な支援　◆就職を目指す方向け

個別相談・各種講座（ビジネスマナー、コミュニケーション、ＰＣ、就職支援、自
己分析、適職等）・職場体験
◆弊所の利用を経て就職した方向け

個別相談・懇談会・各種講座（ビジネスマナー等）
　○お問い合わせ先　会津地域若者サポートステーション
　　　　　　　　　　（月～金曜日／午前10時～午後 7時　土曜日／午前10時～午後 4時）
　　　　　　　　　　☎0242−32−0011　Email：info@job-sapo.com

厚生労働省委託事業「会津地域若者サポートステーション」

　新教育委員会制度が平成２７年 ４ 月 １ 日からスタートしましたが、湯川村においては、教育委員長と
教育長を統合した新教育長を置くなど、いち早く新制度へ移行しました。
　新制度においては、首長と教育委員会（教育長・教育委員4名）で構成する「総合教育会議」を開
催することになりました。この会議においては、教育の大綱の制定や教育を行うための諸条件の整備
などについて話し合います。
　なお、第 １回の湯川村総合教育会議を下記により行いますので、お知らせします。
　１　期　日　　平成２７年 ７ 月 ９ 日（木）１３時３０分から １時間程度
　２　場　所　　湯川村役場　議場
　３　議　題　　総合教育会議の運営、大綱の策定、教育課題の共有など
　４　その他　　公開で行いますので、傍聴できます。
　　　　　　　　なお、個人情報にかかわる案件の場合は一時退室をお願いすることがあります。
　　　　　　　　詳細については、総務課に問い合わせください。
　○お問い合わせ先　総務課　☎0241−2７−８８00（石川）

「総合教育会議」開催のお知らせ
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　来年採用予定の消防職員を募集します。
１、採用職種及び採用予定人員

２、受験資格
　高等学校卒業程度の学力を有する方で、昭和63年
4 月 2 日から平成10年 4 月 1 日までに生まれた者
　身体の基準は、身体強健な者とする。

３、試験申込書の請求
　消防本部、消防署、分署、出張所、市町村役場で
交付します。
　なお、消防本部（http://www.119-aizu.jp）のホー
ムページから受験案内及び試験申込書をダウンロー
ドすることができます。

４、郵送を希望する場合
　封筒の表に「採用試験用紙請求」と朱書きし、120
円分の切手を貼った宛先明記の返信用封筒（Ａ 4判
大）を必ず同封して、会津若松地方広域市町村圏整
備組合消防本部総務課（〒965-0131会津若松市北会
津町中荒井字諏訪前11）へ送付してください。

５、受付期間　
平成27年 7 月15日（水）～平成27年 8 月14日（金）まで
（執務時間中に限ります。執務時間 8時30分から17
時15分まで）
　ただし、土曜日、日曜日及び祝日は除きます。
　郵便による申込書提出の場合は、平成27年 8 月12
日（水）の消印のあるものまで受付けます。

６、第１次試験　　と　き　平成27年 9 月20日（日）
　　　　　　　　　ところ　教養試験　会津大学　
　　　　　　　　　　　　　体力試験　会津大学体育館
７、お問い合わせ先

会津若松地方広域市町村圏整備組合消防本部
総務課総務グループ
☎0242−５９−1400
（総務課総務グループ直通）

試験職種 採用予定人員 職務内容

消防職員 若干名

　消防署等において、警防、予
防、救急等の業務に従事します。
男女とも原則として深夜業を含
む交替制勤務です。（６ケ月間の
消防学校研修後、各所属に配属
されます。）

　平成28年 4 月採用予定の職員を募集します。
１、採用職種及び採用予定人数
　　行政職：1名程度
　　技術職（土木・建築）：それぞれ1名程度
２、受験資格

行政職：高校卒業程度の学力を有する方で、昭和63
年 4 月 2 日から平成10年 4 月 1 日までに生
まれた者

技術職：高校卒業程度の学力を有する方で、昭和55
年 4 月 2 日から平成10年 4 月 1 日までに生
まれた者。

３、試験申込書の請求
　会津若松地方広域市町村圏整備組合事務局・消防
本部・消防署・分署・出張所・市町村役場で交付し
ます。
　整備組合のホームページ（アドレス http://www.
aizu-kouiki.jp）から受験案内・試験申込書をダウン
ロードすることができます。

４、郵送を希望する場合
　封筒の表に「採用試験用紙請求」と朱書きし、あ
て先を明記して120円分の切手を貼った返信用封筒

（Ａ 4判大）を同封し、会津若松地方広域市町村圏整
備組合事務局総務課総務係（〒９６５－００３７）会津若松
市中央三丁目１０－１２へ郵送で請求してください。

５、受付期間
平成２７年 ７ 月１５日（水）～平成２７年 ８ 月１４日（金）まで
（執務時間中に限ります。執務時間 ８時３０分から１７
時１５分まで）
　ただし、土曜日、日曜日及び祝日は除きます。
　郵便による申込書提出の場合は、平成２７年 ８ 月１２
日（水）の消印があるものまで受付けます。

６、第１次試験
　　と　き　平成２７年 ９ 月２０日（日）
　　ところ　会津大学
　　内　容　行政職：教養試験
　　　　　　技術職：教養試験及び専門試験
７、お問い合わせ先

会津若松地方広域市町村圏整備組合事務局
総務課総務係　☎0242−24−６311

採用種目 資　格 受付期間 試　　験 日　　時 試験会場 備　　考

自衛官候補生	
（男子）

18歳～　
27歳未満

8月1日～
9月8日　

筆記試験  9月19日（土）午後 会津大学

筆記試験、口述試
験・身体検査の両
方を受験します。

口述試験・身体検査
 9月26日（土）～
　　29日（火）	
＊指定する 1日

郡山駐屯地

自衛官候補生	
（女子）

18歳～　
27歳未満

8月1日～
9月8日　

筆記試験	
口述試験・身体検査  9月25日（金） 郡山駐屯地

一般曹候補生 18歳～　
27歳未満

8月1日～
9月8日　

1次試験（筆記）  9月19日（土）午前 会津大学 1次試験合格者の
2次試験（口述試
験・身体検査）に
ついては、後日通
知します。

2次試験	
（口述試験・身体検査）

10月 8日（木）～
　　11日（日）	
＊指定する 1日

郡山駐屯地

航空学生 高卒（見込含）	
21歳未満

8月1日～
9月8日　 1次試験（筆記）  9月23日（水） 郡山市	

労働福祉会館
　試験日程は上記のようになっております。尚、詳しいことは、担当の広報官にお尋ねください。（受験料はすべて無
料です）

【お問い合わせ先】自衛隊　福島地方協力本部　会津若松出張所
　　　　　　　　　会津若松市門田町大字黒岩字大坪５７−1　☎0242−2７−６７24

平成27年度自衛官等募集

会津若松地方広域市町村圏整備組合消防本部
消防職員募集

会津若松地方広域市町村圏整備組合
事務局職員（行政職・技術職）募集
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… ＊注意：〈　〉の中はビリーの発音をカタカナで書いています。

　先月は、「断る時の言い方」について話しましたが、今月は「“Yes”」の数々の言い方について話したいと思います。
　「Yes」〈イエス〉は、“はい。”または“わかりました。”の意味を持っていますが、上司に対しての「Yes」は他に
違った言い方があります。それは、
１．「Sure thing」〈シューア　シングゥ〉です。「Sure thing」は、“もちろんです。”という意味です。
２．「It’s my pleasure」〈イッツ　マイ　プレイシュア〉“これは私の喜びです。”という意味ですが、 “ありがとう。”

という もう一つの意味にもなります。
３．「You can count on me」〈ユー　キャン　カウントゥ　オン　ミー〉“私に任せてください。”という意味です。
　次に、普段の会話や友達との会話での「Yes」 〈イエス〉について話したいと思います。
１．「Yeah」〈イェア〉これは「Yes」 〈イエス〉と同じ意味になります。
２．「Cool」〈クールゥ〉この単語は三つの意味を持っています。一つ目は「Yes」 〈イエス〉と同じ意味で、二つ目は“格

好いい”そして三つ目は“涼しい”という意味を持っています。
　最後に古い「Yes」 〈イエス〉の言い方を紹介したいと思います。それは「I concur」〈アイ　コンクア〉“私は賛成
です。”という意味ですが今はほとんど使われておりません。
　皆さん！今度英語で話す時、「Yes」 〈イエス〉の言い方を使い分けて話してみましょう‼
　毎週水曜日に英会話教室がありますので、参加したい方や体験してみたい方はぜひ下記ま
で応募してください。気楽にみんなで英会話しましょう！お待ちしております！

お問い合わせ先：社会教育指導員　佐藤まで　
　　　　　　　　☎ ０２４１－２７－８８８０（ユースピアゆがわ）

質問があれば、ぜひ湯川英会話にメールしてください！
来月の広報を楽しみにしてください。
kyouiku@vill.yugawa.fukushima.jp

Billy’s English Class !　ビリー先生の英会話 第４５弾!

【資源エネルギー庁推計】
参考資料:平成27年 5 月経済産業省

「夏季の節電メニュー（ご家庭の皆様）」

東北電力からの「節電へのご協力」のお願い
　日頃より、節電にご協力いただき、誠にありがとうございます。
　さて、先般、国の電力需給に関する検討会合において、全国の今夏の電力需給対策が決定され、当
社管内におきましては、「数値目標を伴わない節電」に取り組んでいくこととなりました。
　当社の電力需給につきましては、平成２２年並みの猛暑となった場合でも、７月は４.５％、８月
は５.５％の予備率を確保できる見通しとなっております。
このような見通しは、東日本大震災以降、緊急設置電源の設置や長期計画停止をしていた火力発電所
の運転再開など、あらゆる供給対策を積み重ねたことに加え、これまでお客さまにご協力をいただい
ております節電の定着分をその前提として見込んでいるものであります。　　
　しかし、仮に、火力発電所が予期せぬトラブルで停止した場合には、一気に需給が逼迫する恐れも
あることから、当社といたしましても、特に暑さが本格化する７月から９月は、緊張感を持って設備
の運転・保守にあたり安定供給の万全を期してまいります。
　こうしたことから、皆さまには大変ご不便をおかけしますが、今年の夏も、上手な電気のご使用や
無理のない範囲での節電へご理解・ご協力いただきますようお願いいたします。

【お問い合わせ先】東北電力コールセンター：☎０１２０－１７５－４66
【 ホームページ 】「節電方法のご紹介」http://setsuden.tohoku-epco.co.jp/setsuden/

ご家庭におけるお客様の主な節電事例※

エ ア コ ン

室温を28℃にする
すだれやよしず等で窓からの日差しを和らげる
無理のない範囲で扇風機を代用する。
フィルターを定期的に清掃する。

冷 蔵 庫 設定温度を「中」にし、扉の開閉を必要最小限にする。
テ レ ビ 省エネモードに設定し、必要時間以外は主電源を切る。
照 明 不要な照明を消灯する。
ジャー炊飯器 朝に１日分まとめて炊き、冷蔵庫や冷凍庫に保管する。
洗 濯 機 容量の80％を目安にまとめ洗いする。

待 機 電 力 リモコンの電源ではなく、主電源を切る。
長時間使用しない機器はプラグから抜く。

※本例は、一般的な取組み事例であり、お客さまの状況に応じた無理のない範囲でのご
協力をお願いいたします。

夏の昼間（14時頃）の電気機器の使用例
（在宅世帯）

エアコンの節電が
重要です！

エアコン
58％

冷蔵庫
17％

テレビ
5％

照明
6％

パソコン
0.4％

温水便座
0.6％ その他

10％

待機電力
3％
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７月は、「愛の血液助け合い運動」月間です !

♥あなたの献血で救える命があります ! ♥

県民健康調査「妊産婦に関する調査」について

　血液は人工的につくることができず、また長い期間にわたって保存することもできません。
　そのため、絶えず誰かの献血が必要です。

「輸血」の必要な患者さんがたくさんいます
　輸血というと、交通事故など大量出血を伴う大けがをしたときに行うものというイメージがありませんか？
　実は80％以上が“がん”“白血病”などの病気の治療に使われています。交通事故など、不慮のけがの治療
で使用されているのはごくわずかです。

４００ｍL献血が必要な理由
　輸血を受ける患者さんにとって、２00ｍL
献血に比べ４00ｍL献血からの血液を輸血し
た方が、副作用（発熱、発疹）発生が大幅
に減少し安全性が向上するためです。

　はじめての献血は、誰でも不安なものです。献血会場では、安全のため採血前の健康状態を詳しくチェック
し、問診票に基づき血圧・血液型・貧血の危険度をチェックし安全を確認し献血いただいています。また、献
血にご協力いただいた方々へ感謝の気持ちとして、健康管理に役立つ「血液検査通知」を郵便にてお知らせし
ています。
◆生化学検査（７項目）

　「ALT」、「γGTP」は肝臓の機能について知ることができ、「グリコアルビミン」は糖尿病の検査の一
つでもあります。この他にも「コレステロール値」などの項目があります。
◆血球計数検査（８項目）

　「赤血球数」、「白血球数」、「血小板」などの項目があり、「ヘモグロビン濃度」は貧血の有無を知る目安
となります。

　※エイズ検査（HIV検査）目的の献血はお断りしています。

　今年の湯川村の 献血目標人数は 86人 です。
　移動献血バスは 9 月 8 日（火）来村します。献血会場でお待ちしています。

　福島県と福島県立医科大学では、平成２3年度より毎年、質問紙による「妊産婦に関する調査」を行っています。
　この調査では、東日本大震災以降、福島県内のご心配を抱えた妊産婦の皆様に対しまして、サポートを提供
すると同時に、福島県で子どもを産み育てようとする妊産婦の皆様の現状やご意見・ご要望を的確に把握し、
よりよい産科医療および育児支援を提供できるよう活かしていくことを目的に実施しております。
　平成２7年度におきまして引き続き「妊産婦に関する調査」を実施いたしますので、ご協力をお願いいたしま
す。また、平成２6年度調査につきましても、未提出の方でご協力いただけます方は、ご回答をお願いいたします。
　なお、これまでの調査結果につきましては、福島県立医科大学　放射線医学県民健康管理センターのホーム
ページ「妊産婦に関する調査」（URL；http://fukushima-mimamori.jp/pregnant-survey/）のページに
掲載しておりますのでご覧ください。妊娠・出産・育児全般に関する電話相談窓口を設けていますので、是非
ご活用ください。

《平成26年度調査について》
対象者：①平成２５年 8 月 １ 日から平成２6年 7 月3１日までに福島県内の市町村から母子健康手帳を交付された方

②上記期間に福島県外で母子手帳を交付された方で、福島県で里帰り出産された方
ご協力いただきました皆さま、誠にありがとうございました。

《平成27年度調査のご案内》
時　期：平成２7年秋頃
対象者：①平成２6年 8 月 １ 日から平成２7年 7 月3１日までに福島県内の市町村から母子健康手帳を交付された方

②上記期間に福島県外で母子手帳を交付された方で、福島県で里帰り出産された方
対象となります皆さま（①の方）には調査票をお送りしますので、ご協力をお願いいたします。

○お問い合わせ先　福島県立医科大学　放射線医学県民健康管理センター
　　　　　　　　　妊産婦専用ダイヤル　☎０２４－５４９－５１８０（平日 9 時〜１7時）

400ｍL献血の場合
2人分

200ｍL献血の場合
4人分

800ｍLの輸血を
必要としたら…

◯低 ――――輸血後副作用が発生する可能性――――◯高
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ひ
と
鍬
ご
と
の
感
触
う
れ
し	

坂
内
タ
ミ
子

春
の
野
に
出
で
て
ひ
と
月
や
う
や
く
に

　
　
　
　

冬
の
鈍な
ま

り
身
解
け
て
畑
打
つ	

𠮷
田　

妙
子

漸
く
に
快
晴
続
き
馬
鈴
薯
を

　

植
ゑ
終
へ
夕
餉
の
ビ
ー
ル
の
う
ま
し	

小
林　

幸
夫

さ
ん
し
ょ
う
の
ワ
カ
メ
と
ニ
シ
ン
漬
け
合
は
せ

　
　
　
　

田
植
ゑ
夕
餉
の
肴
た
し
な
む	

佐
野　

常
雄

一
日
の
役
目
を
終
へ
て
部
屋
に
入
り

「
柚
子
の
花
咲
く
」
を
広
げ
読
み
居
る	

鈴
木　

悦
子

朝
あ
さ
に
千
箱
の
苗
に
水
を
く
れ

　
　
　
　

丈
夫
に
育
て
今
日
の
始
ま
り	

鈴
木　

久
子

磐
梯
山
け
ぶ
り
に
包
む
黄
砂
な
る

　
　
　

目
隠
し
さ
れ
た
一
日
が
暮
れ
る	

矢
澤　

悦
子

レ
ジ
待
つ
に
を
と
こ
の
ポ
マ
ー
ド
き
つ
く
香
り

　
　
　

鼻
を
く
す
ぐ
る
時と
間き
の
長
か
り	

渡
部　

邦
子

沃
野
湯
川
会

い
い
顔
!!
み
〜
つ
け
た

生
亀

優ゆ
う

真ま

く
ん
（
王
領
）

『
乳
児
健
康
相
談
（
9
～
１0
か
月
児
）
よ
り
』
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７
月
の
行
事
予
定

１
日（
水
）　

交
通
事
故
ゼ
ロ

	

歩
行
者
優
先
の
日

７
日（
火
）～
９
日（
木
）

　
　
　
　
　

県
中
体
連
陸
上
大
会

17
日（
金
）　

幼
・
小
・
中
学
校

	

第
一
学
期
終
業
式

20
日（
月
）　

海
の
日

（
上
段
は
人
身
事
故
・
下
段
は
物
損
事
故
）

村内の交通事故
件数

17平成26年

平成27年

平成27年

1

7

109（ 1 月～12月）

5月

累　　計

交通死亡事故ゼロ日数
（平成27年 5 月31日現在） 1,283日

5

36

死亡

0

0

0

傷者

25

1

8

　

家
庭
の
話
し
合
い
、
一
緒
の

食
事
の
励
行
、
親
子
ふ
れ
あ
い

運
動
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

毎月
「
第
３
日
曜
日
」
は

「
家
庭
の
日
」
で
す

あ
い
さ
つ
運
動

あ 

明
る
く　

い 

い
つ
で
も

さ 

先
に　
　

つ 

続
け
て

　

湯
川
村
青
年
育
成
村
民
会
議

一
声
運
動
を
普
及
し
ま
し
ょ
う
。

お誕生おめでとうございます
（地　区） （両　親） （子）

勝 常 兼子　正寛
　　あすか 陽

ひ な た

悠

佐 野 渡部　　順
　　さおり 愛

あ

心
こ

北 田 小野　公二
　　　貴子 智

ち

恵
え

美
み

謹んでお悔やみ申し上げます
（地　区） （本　人） （年齢）
笈 川 大竹　英彦 ７４歳
上 樽 川 二瓶　一敏 ９５歳
堂 畑 神田　節子 ７１歳
佐 野 滝沢　哲也 ７４歳
笈 川 浅沼ミチ子 ９４歳
米 丸 鈴木ヨシ子 ９１歳
笠 ノ 目 鈴木トミ子 ９８歳

人の動き（６月1日現在）

総人口（前月比）
総人口 3,361人（△ 4）
男 1,605人（   0）
女 1,756人（△ 4）

世帯数 995世帯（   1） ◦村の花…
　　アジサイ

◦村の木…
　　イチョウ

◦村の鳥…
　　カッコウ

戸籍の窓口
（5月受付）

※この欄に掲載を希望しない方は、住民税務課
住民福祉係へ申し出て下さい。

〈火遊び注意！〉
　７月からは夏休みが始まり、ご家庭で花火を楽し
む機会が増えてくると思われます。花火は火薬を使
用していますので、正しい遊び方をしないと火災や
事故につながりますので取り扱いには十分注意して
ください。

〈 ５つの決まり〉
１．風の強い日には花火をしない。
２．周りに燃えやすいものがない

安全な場所で行う。
３．子供だけでは遊ばない。
４．水の入ったバケツなどを用意する。
５．近所の家に迷惑にならないよう気

を付ける。

住宅用火災警報器の設置は、
平成2３年 ６ 月から
法律により義務となりました。

　6月に入り、県内では「日本年金機構の職員を名乗る者か
らの不審電話が連続発生」しています。
　家族を含め被害に遭わないためにも、このような電話がか
かってきた時には、直ぐに電話を切り、警察や家族に相談し
てください。
　また、最近の傾向では、被害者の方は、犯人から
行員から『なりすまし詐欺ではありませんか』と聞かれたら
○実家で葬式があり、それに使うお金
○身内に不幸があった
○お墓を建てるから必要だ
○知り合いだから大丈夫
と答えれば、お金を下ろすことができますよ。
などと言うように指示を受けています。
　その結果、金融機関で職員の方から声をかけられましたが、
犯人の指示どおり答えて定期を解約することができ、被害に
遭っています。
　犯人は、その時々の社会情勢を言葉巧みに織り交ぜながら、
手を変え品を変え犯行を行っています。

湯川村内街頭犯罪等発生状況（平成27年 5 月末現在）

区　分
街　　頭　　犯　　罪 街

頭
犯
罪
合
計

そ
の
他
刑
法
犯
等

全
刑
法
犯

強

盗

空
き
巣

忍
込
み

事
務
所
荒
し

出
店
荒
し

自
動
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗

自
販
機
ね
ら
い

車
上
ね
ら
い

ひ
っ
た
く
り

部
品
ね
ら
い

強
制
わ
い
せ
つ

管　内 3 1 4 31 35
湯川村 0 0 1

「なりすまし詐欺」被害防止のために

会津若松消防署十文字出張所　　　
電　話　０２４２－７５－２１５１
ＦＡＸ　０２４２－７５－２１９６

会津坂下警察署からのお知らせ 消防署からのお知らせ

※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、詐欺、器物損壊などの犯
罪発生件数が含まれます。

※上記発生件数は、平成27年 1 月 1 日からの累計数となっています。
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